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令和４年度 第１０回政策推進会議報告 

日 時 ８月３０日 １５時００分～１６時３０分 

場 所 ＷＥＢ会議室 

出席者 １７人 

１ 次期尼崎市議会定例会市長提出予定案件について

総合政策局長及び資産統括局長から資料に基づき報告。

２ 令和５年度予算編成方針（案）について 

総合政策局長及び総務局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等）

・（市長）私にとっては自分が発出する最後の予算編成方針になる。来年度から新しい総合計画も

スタートするというある種の節目にもなるわけだが、説明の中で「新しい価値を創造していく

行財政運営」という言葉が出たとおり、スクラップなくしてビルドなしということは改めて意

識いただきたい。単純に帳尻を合わせるということではなく、ＩＣＴ活用や業務の改善・改革、

私たちの意識を通じてアグレッシブに、抜本的なスクラップに取り組む。そうして捻出した予

算や人材で、今の変化の時代に求められる新たなニーズに着実に応えていくような行財政運営

をしっかり定着させていこうということを、メッセージとして強く打ち出している。その上で、

例えば複数局で取り組むマナー、タバコやゴミ、自転車に関する取組についても少しギアチェ

ンジして大胆な取組を進めていくスタートの年になるかと思っているので、こういったところ

は重点化として強く打ち出している。局内でのスクラップアンドビルドをお願いするような重

点化項目もあるが、各局、受身でなく主体性を発揮していただき、最近はすごく上手く回って

いると思うが、これまで培ってきた尼崎ならではのスピリットを生かした予算要求をぜひお願

いしたいと思うのでよろしくお願いする。 

３ 令和４年度施策評価結果及び令和５年度予算編成方針（令和５年度主要事業）に係

る「市民意見聴取に係る施策の概要」及び「政策形成プロセス計画書」の公表につい

て 

総合政策局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等）

・（市長）今年は市長が交代になるが、スケジュールに影響はあるか。 

・（総合政策局長）今年度は市長が１２月に退任されるということで、予算編成のスケジュールが

例年より少し前倒しになると想定している。例年、主要事業は１２月上旬にパブコメの素案と

して取りまとめるが、今年度は若干前倒しし、現行の稲村市長のもとで１１月中に一定まとめ

ていきたいと考えている。それを１２月以降、新しく就任された市長にご確認いただき、パブ

コメの案として意見を聴取し、最終的に主要事業として成案化するという流れを考えている。 

・（市長）新市長の就任後、若干、新市長の意向による変更がありうるが、新市長就任後に始めて

いると間に合わないので、私の任期中に一定、査定を進めた上でそれを新市長に引き継ぐ形に

していきたいと思うので、よろしくお願いする。 
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４ 協働ガイドブック（現「協働のまちづくりの基本方向～きょうＤＯガイドライン～」）

（素案）に対する市民意見公募手続の結果及び同ガイドブック（案）の策定について 

総合政策局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等）

・（市長）いわゆるガイドライン、マニュアルのような形で取りまとめている。ここに掲載してい

る事例以外にも、毎年たくさん新たな事例が発生しており、それを協働推進会議でしっかり共

有し、成果や課題をしっかりと振り返る中で、私たちもこの協働に対するセンスやスキルを上

げていきたいと考えている。特に協働契約については振り返りをホームページに掲載している

が、課題とされたことが次年度にしっかり改善されているのかを検証する必要がある。協働契

約としたことで素早く課題を改善でき、次年度の取組に反映できたということが、２年目の振

り返りに出てくると非常に良い。改善できていない場合は改めて課題として取り組むことがで

きればいいと思う。このガイドラインができて終わりではなく、しっかりと中身を振り返って

また協働推進会議でしっかりと共有するというところが肝心なので、よろしくお願いしたい。 

５ （仮称）尼崎市財政運営基本条例の制定に係る「市民意見聴取に係る施策の概要」

及び「政策形成プロセス計画書」の公表について 

資産統括局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等）

・（市長）小難しい印象を与えるテーマなので、たくさんパブリックコメントがもらえるかどうか

わからない。今この会議に出席している幹部の皆さんは、共に修羅場を経験してきたメンバー

かと思うが、これからはそういう時代を知らない職員が増えていくことが考えられるので、こ

れまで培ってきた体質改善をしっかり引き継いでいくことが極めて重要である。私たちがそう

いう状況になっていく中で、人口が大きく減少し、かつ団塊の世代がもう一段高齢化を迎える

という、これからの１０年も非常に難しい時代を迎えようとしていると認識し、こういった条

例を制定する中でしっかりと頑張っていきたいと思うのでよろしくお願いする。

以 上 


